
②
ヤ
ン
グ
の
部
（
小
学
生
以
上
18

　歳
以
下
）

規
格
＝
本
人
が
５
年
以
内
に
撮
影

し
た
も
の
で
題
材
は
自
由
。
Ａ
４

の
写
真
用
紙
を
使
用
し
、
イ
ン
ク

ジ
ェ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
可
。
デ
ジ
タ

ル
合
成
加
工
は
不
可
。
作
品
の
裏

面
に
画
題
と
氏
名
を
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。

前
10
時
か
ら
11
時
30
分
ま
で
に
、

美
喜
仁
桐
生
文
化
会
館
ス
カ
イ
ホ

ー
ル
Ａ
へ
作
品
と
出
品
料
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

審
査
会
＝
写
真
部
門
は
、
４
月
４

日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
か
ら
、

美
術
・
書
道
の
２
部
門
は
、
４
月

５
日
（
日
）
午
後
０
時
30
分
か
ら
、

い
ず
れ
も
美
喜
仁
桐
生
文
化
会
館

ス
カ
イ
ホ
ー
ル
Ａ
で
公
開
審
査
を

行
い
、
入
選
作
品
を
決
定
し
ま
す
。

　
第
78
回
桐
生
市
文
化
祭
の
開
催

に
あ
た
り
、
よ
り
多
く
の
皆
さ

ん
に
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、

「
桐
生
市
文
化
祭
協
賛
事
業
」
を

募
集
し
ま
す
。

　
協
賛
事
業
と
し
て
認
め
ら
れ
た

事
業
は
、
桐
生
市
文
化
祭
の
ち
ら

し
や
広
報
き
り
ゅ
う
な
ど
で
文
化

祭
と
同
様
の
周
知
を
行
い
ま
す
。

対
象
＝
市
内
を
主
な
拠
点
と
し
て

芸
術
文
化
活
動
を
行
っ
て
い
る
団

体
が
開
催
す
る
事
業
。
ま
た
、
５

月
９
日
（
土
）
か
ら
31
日
（
日
）

ま
で
に
、
市
内
を
会
場
と
し
て
開

催
さ
れ
る
も
の
で
、
桐
生
市
文
化

祭
開
催
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
営
利

を
目
的
と
せ
ず
、
入
場
料
や
物
品

販
売
な
ど
の
金
銭
授
受
が
な
い
事

業
。

申
し
込
み
＝
３
月
13
日
（
金
）
ま

で
に
、
直
接
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振

興
課
へ
。 

ト
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
桐
生
市

は
、
認
定
10
周
年
を
記
念
し
た

「
日
本
遺
産
の
日
」
展
を
開
催
し

ま
す
。

※
２
月
８
日
（
日
）
は
「
第
72
回
　
　
　

　
桐
生
市
堀
マ
ラ
ソ
ン
」
開
催
の
　

　
た
め
、
午
前
８
時
30
分
か
ら
正
　

　
午
ま
で
、
本
町
通
り
が
通
行
止

　
め
と
な
り
ま
す
の
で
、
来
場
の

　
際
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
日
本
遺
産
活
用

室
日
本
遺
産
活
用
担
当
（
☎

32
３
９
１
３
）

　
日
本
遺
産
「
か
か
あ
天
下
‐
ぐ

ん
ま
の
絹
物
語
‐
」
は
、
群
馬
県

内
（
桐
生
市
・
甘
楽
町
・
中
之
条

町
・
片
品
村
）
の
各
文
化
財
か
ら

構
成
さ
れ
、
古
く
か
ら
盛
ん
で
あ

っ
た
上
州
の
絹
産
業
と
女
性
の
活

躍
を
伝
え
る
ス
ト
ー
リ
ー
で
あ
り
、

令
和
７
年
４
月
24
日
に
認
定
10
周

年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
日
本
遺
産
に
対
す
る
理
解
や
関

心
を
高
め
る
た
め
、
毎
年
２
月
13

日
を
「
日
本
遺
産
の
日
」
と
し
、

２
月
は
全
国
各
地
で
関
連
イ
ベ
ン

「
日
本
遺
産
の
日
」
展

「
日
本
遺
産
の
日
」
展

日
本
遺
産
認
定

日
本
遺
産
認
定
1010
周
年
記
念

周
年
記
念

期 日 ・ 時 間 内　容 場　所

２月5日（木）～13日（金）
午前10時～午後４時

※�２月９日（月）・12日（木）は
休館
※�２月13日（金）は午後１時まで

・認定10周年を迎えた日本遺産「かかあ天下‐ぐんまの絹物語‐」����
��と各地域のストーリー紹介（パネル展示、チラシ・パンフレット��
��の配布）
・日本遺産連携地域（館林市・足利市・東京都八王子市・新潟県十日
��町市など）の紹介
・第10回「伝統ある街・桐生」絵画コンクール入賞作品展示など

有鄰館

２月７日（土）
①午後１時30分から
②午後２時45分から

「子ども観光ガイド養成講座」の受講生によるスポットガイド
※各回15人程度（事前申し込み不要）

有鄰館、重伝建
地区の一部
※集合場所は、
　有鄰館煉

れんが
瓦蔵

絹撚記念館絹撚記念館

桐生織物記念館桐生織物記念館

白瀧神社白瀧神社

後藤織物後藤織物

織物参考館“織物参考館“紫紫
ゆかりゆかり

””

桐生新町重伝建地区桐生新町重伝建地区

４. 質の高い教育をみんなに

８. 働きがいも経済成長も

11. 住み続けられるまちづくりを

期 日 ・ 時 間 内　容 場　所
３月１日（日）まで
午前９時～午後５時（入館は午後４
時30分まで）

※�２月３日（火）・10日（火）・
　13日（金）・17日（火）・25日
　（水）・26日（木）は休館

◆第７回企画展示「重伝建地区と日本遺産P
パート

art２」
・桐生織各種製品（着物・帯・小物）の展示
・藍染め（徳島県藍住町）などの着物展示
　※着物・帯の展示は２月15日（日）まで
・「桐生織オリジナル缶バッジ」ガチャ
　※１回100円（数量限定） まちなか交流館

２月７日（土）・８日（日）・11
日（祝）
①午前10時～正午
②午後１時～３時

◆第７回企画展示「重伝建地区と日本遺産Part２」
・「桐生織の角帯コースター作り」ワークショップ
　※各日先着10人。費用は100円。

２月６日（金）・７日（土）
午前10時～午後４時

◆二〇二六桐生織物求評会（主催：桐生織物協同組合）
　桐生産地の織物製品の発表と来場者による投票 桐生織物記念館

◆イベント連動企画
　「二〇二六桐生織物求評会」の投票に参加した人は、まちなか交流館での「桐生織の角帯コースター作り」または「桐　
　生織オリジナル缶バッジ」ガチャを無料で体験できます。
　※投票記念品（織物コースター）を持参した人のみ

●同時開催イベント

広報きりゅう令和８年２月号広報きりゅう令和８年２月号 88

▼
書
道
（
１
人
２
点
以
内
）

規
格
＝
額
装
ま
た
は
軸
装
。
仮
巻

き
の
場
合
は
裏
打
ち
を
し
て
く
だ

さ
い
。
大
き
さ
は
小し
ょ
う
が
せ
ん
は
ん
せ
つ

画
仙
半
切
35

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
×
１
３
５
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
以
上
で
、
横
１
８
０

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
×
縦
２
２
５
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
（
２
尺
×
６
尺

～
２
尺
×
8
尺
（
額
）
）
以
内
。

篆て
ん
こ
く刻
は
30
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
×
39

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
内
。
規
定
の

用
紙
に
読
み
下
し
の
釈
文
を
添
付

し
て
く
だ
さ
い
。

②
ヤ
ン
グ
の
部
（
小
学
生
以
上
18

　歳
以
下
）

規
格
＝
本
人
が
５
年
以
内
に
撮
影

し
た
も
の
で
題
材
は
自
由
。
Ａ
４

の
写
真
用
紙
を
使
用
し
、
イ
ン
ク

ジ
ェ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
可
。
デ
ジ
タ

ル
合
成
加
工
は
不
可
。
作
品
の
裏

面
に
画
題
と
氏
名
を
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。

前
10
時
か
ら
11
時
30
分
ま
で
に
、

美
喜
仁
桐
生
文
化
会
館
ス
カ
イ
ホ

ー
ル
Ａ
へ
作
品
と
出
品
料
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

審
査
会
＝
写
真
部
門
は
、
４
月
４

日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
か
ら
、

美
術
・
書
道
の
２
部
門
は
、
４
月

５
日
（
日
）
午
後
０
時
30
分
か
ら
、

い
ず
れ
も
美
喜
仁
桐
生
文
化
会
館

ス
カ
イ
ホ
ー
ル
Ａ
で
公
開
審
査
を

行
い
、
入
選
作
品
を
決
定
し
ま
す
。

　
第
78
回
桐
生
市
文
化
祭
の
開
催

に
あ
た
り
、
よ
り
多
く
の
皆
さ

ん
に
参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、

「
桐
生
市
文
化
祭
協
賛
事
業
」
を

募
集
し
ま
す
。

　
協
賛
事
業
と
し
て
認
め
ら
れ
た

事
業
は
、
桐
生
市
文
化
祭
の
ち
ら

し
や
広
報
き
り
ゅ
う
な
ど
で
文
化

祭
と
同
様
の
周
知
を
行
い
ま
す
。

対
象
＝
市
内
を
主
な
拠
点
と
し
て

芸
術
文
化
活
動
を
行
っ
て
い
る
団

体
が
開
催
す
る
事
業
。
ま
た
、
５

月
９
日
（
土
）
か
ら
31
日
（
日
）

ま
で
に
、
市
内
を
会
場
と
し
て
開

催
さ
れ
る
も
の
で
、
桐
生
市
文
化

祭
開
催
の
趣
旨
に
賛
同
し
、
営
利

を
目
的
と
せ
ず
、
入
場
料
や
物
品

販
売
な
ど
の
金
銭
授
受
が
な
い
事

業
。

申
し
込
み
＝
３
月
13
日
（
金
）
ま

で
に
、
直
接
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振

興
課
へ
。 

 

市
展
部
門

４．質の高い教育をみんなに

11．住み続けられるまちづくりを

▼
写
真
（
各
部
１
人
５
点
以
内
）

①
一
般
の
部

規
格
＝
本
人
が
5
年
以
内
に
撮
影

し
た
も
の
で
題
材
は
自
由
。
大
き

さ
は
半
切
マ
ッ
ト
パ
ネ
ル
仕
上
げ
。

デ
ジ
タ
ル
合
成
加
工
は
不
可
。
作

品
の
裏
面
に
画
題
と
氏
名
を
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
美
術
（
１
人
２
点
以
内
）

規
格
＝
材
料
は
自
由
で
日
本
画
も

可
。
平
面
作
品
は
額
縁
に
入
れ
、

額
縁
に
は
紐
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

額
縁
は
ガ
ラ
ス
な
ど
の
な
い
も
の

と
し
ま
す
が
、
10
号
ま
で
は
ガ
ラ

ス
な
ど
を
入
れ
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

※
複
製
、
模
写
は
出
品
不
可

出
品
料
＝
１
部
門
１
５
０
０
円

（
大
学
生
以
下
５
０
０
円
）

応
募
方
法
＝
写
真
部
門
は
４
月
４

日
（
土
）
午
前
９
時
30
分
か
ら
11

時
30
分
ま
で
に
、
美
術
・
書
道
の

２
部
門
は
、
４
月
５
日
（
日
）
午

　
５
月
９
日
（
土
）
か
ら
31
日

（
日
）
ま
で
、
美
喜
仁
桐
生
文
化

会
館
な
ど
を
会
場
に
、
第
78
回
桐

生
市
文
化
祭
を
開
催
し
ま
す
。

　
こ
の
文
化
祭
の
市
展
部
門
（
書

道
・
写
真
・
美
術
）
に
つ
い
て
、

皆
さ
ん
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
要
項
は
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

振
興
課
（
市
役
所
３
階
）
と
各
公

民
館
に
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
「
桐
生
市
文
化
祭
協
賛

事
業
」
も
募
集
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
ス
ポ
ー
ツ
・
文

化
振
興
課
文
化
振
興
担
当
（
☎

32
３
７
２
６
）

お
知
ら
せ

イ
ベ
ン
ト

講
座

子
育
て

健
康

シ
ニ
ア
世
代

関
連
団
体

く
ら
し
の
便
利
ガ
イ
ド

K
iryu N

ew
s

特
集

 

協
賛
事
業
の
募
集

第78回第78回
桐生市文化祭桐生市文化祭
作品・協賛事業を募集作品・協賛事業を募集

99 ☎桐生市の市外局番は0277☎桐生市の市外局番は0277


